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ルビジネスにおける Third Culture Kids/Adults の可能性という観点から研究報告を行
う。最後に今後の展開と今回の共同研究から見えてきた課題をまとめることとする。 
キーワード： グローカルビジネス、2020 東京オリンピック・パラリンピック、伝
統的工芸品、Third Culture Kids/Adults、人材育成 
 
Abstract: This article is a report on a research concerning career educational needs 
for glocal business personnel conducted by a team of professors from Tama 
University School of Management of Information Science and School of Global 
Studies. The report mentions briefly the current situation of the School of Global 
Studies which focuses on 2020 Tokyo Olympic and Paralympic games, and approach 
of the research. Secondly, Takeuchi explains the research perspective on the 
possibilities of the traditional handicraft industry. Thirdly, Yasuda/Shang analyzes 
the possibilities of Third Culture Kids/Adults in glocal business, especially as those 
understanding two or more cultures and languages. Lastly, some issues in this study 
will be discussed for future research.  
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理解されよう。現在、日本を訪れる外国人観光客の数は 2015 年度に 1973 万人と過去最高
の数字となっている。この外国人観光客の内訳をみると、中国からが 499 万人、韓国から
が 400 万人、台湾からが 367 万人となっている。さらに、外国人観光客が日本で消費した














































































































 本稿はグローカルビジネスに貢献する Third Culture Kids/Adults の人材育成および彼らの
活用について言及することにする。 
 そもそも Third Culture Kids/Adults とは何なのか。David Pollock および Ruth Van Reken に
より 1999 年（再版 2001 年、2009 年）に出版された Third Culture Kids：The Experience of 





 こうした Third Culture Kids 研究の前身は 1950 年代の研究論文でも扱われている。今で
は人口に膾炙する「カルチャーショック」、「異文化」、「異文化理解」などの先験的な
視点からの研究あるいは調査の中で触れられているという点が非常に興味深い点であると





現在、約 400 万人ものアメリカ人が海外に居住している。彼らの子弟は当然 TCK、そし
て将来は Adult Third Culture Kids（以下：ATCK）になる可能性は高いであろう。業種によ
って異なるが企業駐在員の子弟は「グローバル放浪者」（Global Nomad）または、「駐在














は 1980 年代以降アメリカに戻り、大学を経て就職し、日本に派遣されるパターンが多い。 
複数の文化に精通した者が「他者」または企業の商談「相手」の立場に立って物事を理
解できる人材として TCK/ATCK は注目されるようになってきた。以前は bridge between 
two countries「異文化の橋渡し」と言われる時代があったが、TCK および ATCK の間では、
これは死語になっている。日本で言う帰国子女の多くは TCK/ATCK とも考えられるが、





















































本節では日本で育った TCK および ATCK について述べることにする。インタビューし




























これらは、すべて TCK として滞在した国での経験によって左右されることであろう。 
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